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セッション２の進め方を説明します。

ポイント
 最初は個人で考えること

 次に、グループで話し合うこと。グループで話し合った内容は、後で全体で共有する
こと

 最後に講師から解説を行うこと
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話し合いのルールを説明します。

ポイント
 グループワークの時間は限られているので、全員が平等に発言する時間を持つこと

 他人の意見について否定したり、批判したりしないこと（ここで聞いた個人的な秘密
を、他の場で他人にしゃべる、ということも安全を脅かす行為であること）

 話し合いは、組織や団体としての公式見解を聞くものではないので、個人の立場で
自由に発想し、発言すること

グループワークを円滑に進めるため、自己紹介とアイスブレイクの時間を設けるとよい。

（例：自己紹介として、①名前、②所属、③「実は・・・です」と一人一言ずつ発言してもら
う など）
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（グループで話し合いをしてもらう時間に投影するスライドです）
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（シチュエーションシート「津波」を読み上げる際に投影するスライドです）

サンプルとして、「津波」のシチュエーションを挿入していますが、地域の実情に応じて
シチュエーションシート集から適切なシチュエーションを選択してください。
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（シチュエーションシート「津波」を読み上げる際に投影するスライドです）

27



シチュエーションシート「津波」について解説します。

ポイント
 「気になるワード」に留意してケースを考えること

 「対策のポイント」として挙げられたことについて気づき、日頃の活動を振り返ること
が重要であること

28



シチュエーションシート「津波」の「対策のポイント」に関して詳しく解説します。

ポイント
 多様な住民に対して防災知識の普及、訓練ができているか
 避難誘導が円滑に実施できるよう準備ができているか

⇒「男女共同参画の視点からの防災・復興の取組指針」及び「解説・事例集」を参照す
る

⇒その他、地域の居住環境や地域環境、防災体制の取組等を勘案し、「気になる
ワード」や「対策のポイント」として挙げられていること以外について取り上げても
よい。

29




